
 

宮崎県公立高校入試徹底分析【理科】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 100点 

問題構成 

大問８題。物理、化学、生物、地学の各２題ずつバランスよく出題。 
平成31年度から、対話形式・図や表などを多く取り入れ、思考力・読解力を問う問題が増え

てきている。図や表の挿入にともない、問題のページ数は平成30年度から比べると、約２倍
の量に増加した。 

 
 令和7年度(2025)  令和6年度(2024)  令和5年度(2023)  令和4年度(2022)  令和3年度(2021)  

問題量（Ａ4で） 15ページ分 15ページ分 15ページ分 15ページ分 15ページ分 
小問数 38問 39問 37問 37問 36問 
論述問題の数 2問 2問 3問 4問 ５問 
論述問題配点 6点 6点 10点 12点 17点 
※合格者平均点 59.7点 53.4点 59.8点 53.7点 56.1点 

 

【出題の傾向と対策】 
➀ 基本的な図をかかせる問題「天気図記号」「力の作図」「凸レンズによりできる像の作図」が出題され
るので，練習をしておこう！ 
 
 
 
 
 
 
 
② 計算問題は，公式にあてはめて解く問題がほとんどだが，思考力を問う問題も１～２問出題される

ので，いろいろなパターンの計算問題の練習もしておこう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
③ 記述・論述問題は，実験の結果や表・図から考察させる問題・日常生活での実体験などの問題が

出題されるので，なぜ？そのような結果になるか考察力を身につけよう！ 
〔平成31　5⃣３　令和２　3⃣２(２)　令和３　5⃣１(３)　8⃣２(２)　令和４　2⃣１(４)　令和６　8⃣３　など〕 
 
④ 近年，正誤問題も単なる教科書の暗記だけでなく，実験の結果・考察から考えさせる問題も多数出
題されるので，しっかり実験内容の把握を！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ ほぼ毎年の割合で，化学式・イオン式などが出題される，確実に解答できるように！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 会話文などの穴埋め形式の記述問題は，毎年出題されているので，会話の前後の流れから適切な
内容が書けるようにしておこう！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


